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歴史的寺院空間における芸術文化の創出 と発信- 岐阜アート フォーラムの活動報告 ・ 東日本大震災との関わりの中で一 
Creation and share art culture in the environment of historical Japanese temples. 
~ focused on the relationship between art and the recent Great East Japan 
Earthquake. ~ 
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Gifu Art Forum is a cultural organization which aims to create and share art culture in the environment of Japanese tem- 
ples. In order to achieve this goal, it carries out various projects, including exhibitions and concerts. In 2012, it won the Gifu 
M unicipal Award of Citizens' Participation for its seven years' contribution to society.
Last year 's project focused on the relationship between art and the recent Great East Japan Earthquake. After a visit to the 
Tohoku District, Kusano composed music for people in the district, with deep compassion for his fellow countrymen. Children 
who had taken refuge in Gi fu from the stricken area joined local children in making pictures and poems inspired by Kusano's 
music. 0n the day of the concert, their completed works of art were displayed in the main hall of the temple. Children sang 
in chorus, and some members of the forum played cello and piano for the audience.
The present article reports on the various projects conducted by the Gifu Art Forum over the past eight years. This sum- 
mary attempts to clar ify the role art and music may be able to play in times of disaster. It also aims to evaluate the achieve- 
ments of the forum, as well as to identi fy some problems to be dealt with in the future. 
キーワード: 寺院、 ワー ク シ ヨツプ、 コ ンサート、 児童合唱、 震災支援
















表現者 ・ 鑑賞者という垣根を超えて、 市民とともに文化
や芸術を育んでいこう という意味がこめられている。
実行委員 ・ スタ ッフは、 上宮寺住職の小笠原宣2)、 彫
刻家衣笠文彦3)、 作曲家草野次郎4) を中心に、 美術作家
や音楽作家、 そしてその活動に賛同する一般の方を加え、
総勢30名ほどのメ ンバ 5ー) により構成されている。
2006年に始まった岐阜アート フォーラムの活動は、
2012年10月には第4 回を迎えるに至った。 詳しくは、 こ
れまでの研究報告6) を参照して頂きたいが、 各回のタ
イ トル、 日程などは以下の通りである。
●第 1 回岐阜アート フォーラム~ 時空の住処 (すみか) 
~ 衣笠文彦彫刻展、2006年10月28日 (土)、上宮寺
(本堂、庫裏、茶室を用いた彫刻作品展)
●第 2 回岐阜アートフォーラム~ 時空の住処~
四人の芸術家による表現会 (ひようげんえ) 
*兵庫教育大学大学院教育内容 ・ 方法開発専攻文化表現系教育コース* * 画家、 上宮寺住職
* * * 岐阜聖徳学園大学短期大学部非常勤講師 * * * * 画家 * * * * *彫刻家 * * * * * * 名古屋女子大学文学部児童教育学科
* * * * * * * 岐阜大学教育学部美術教育講座
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(庫裡での絵画、 彫刻の作品展と作曲、 本堂でのチェロ
コンサート)、2008年10月25日 (土)、上宮寺
●第 3 回岐阜アート フォーラム~時空の住処~
アートコンサート2010年10月 3 日 (日)
(本堂での絵画を基にした映像表現とウ' ァイオリ ンによ
るアート コンサート、 及び境内 ・ 庫裡 ・ 茶室を用いた彫
刻作品展)
● 「来て着て聴いてお寺でチヤチヤチヤ」
T シャツ染色ワー ク シ ヨ ツプ
(小学生対象の寺院本堂縁側でのアー トワー クシヨツプ
と境内での楽器作り、 及び本堂での演奏会) 、
2011年7月25日 (月) 26日 (火)、東別院




7 年の活動の中で 5 回の大きなイベント を企画 ・ 運営
し、 次第に内容の広がりが生まれてきたと感じている。
本論は、 この内の第4 回の 「岐阜アート フォーラム」
の活動報告である。 それは東日本大震災の被害を前にし
て、 「我々に、 アート に、 何ができるのか」 を考えるこ
とでもあった。- 本稿の構成
本稿の構成は以下の通りである。

























岐阜で2 回行っている。 しかし今回の第4 回目はこれま




題と して受け止め、 そこに芸術という ジャンルがいかに
対応し得るのか。 このあまりにも巨大な惨状に、 単に一 
つのレクイエムと しての作品を提供するだけではなく、
我々は社会の一員と しての責務、 つまり人間と しての務
めをこの会を通して、 何らかの形で表現したいという方
向性を共有するに至った。 そして大震災のほぼ1 年後、
2012年 3 月に私を含めた岐阜アート フォーラムの企画者
4 名がその現状を身体で知るために福島県、 宮城県に赴
いた。(草野)-1 東北訪問





の視界、 現場の人たちとリアルタイ ムで共有する時間 ・ 
空間のことである。 いく らマスメディ アの情報の質、 精
度が上がろう とも、 それはあく までも間接的な情報と し
て我々に届く。











に驚きながら、 福島市の金谷昌治8) と合流。 被災者で
もある彼の話を聞きながら発表内容を検討していく。 そ
の際、 繰り返し確認されたのは、 東北 ・ 福島の人々との
関わりを 「被災者」 「非被災者」 という二元的なく く り




























佐部利典彦9) は、2012年の4 月から5 月まで岩手県
の山田町と大槌町でアートと音楽を中心とした活動を行っ




活動の概要 : チームすどう美術館'°) によ るアー ト ワー 
ク シ ヨ ツプ
指導者 : すどう美術館と関わりのある作家及び美術館ス
タ ッ フ
活動内容 : 缶バッジづく り、 ビーズのアクセサリーづく
り、 油絵制作
作家作品展 : すどう美術館コレクション 「管創吉」 展、
及び21人の作家による現代美術展
作品点数 : 管創吉20点 その他60点
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コンサート: ウ' ァイオリ ン大鹿由希、 ギター橋爪晋平
参加者 小学生から高齢者までのべ約300名、
4 月27 日~ 29 日 岩手県山田町中央公民館小ホール、
4 月30日~ 5 月 1 日 岩手県大槌町中央公民館3 階大ホー 
ル
アー トワー クシヨツプでは、 参加者が楽しむことがで
きるという ことを第一に考えた。 我々と色々な話をしな
がら、 存分に楽しみ、 表現に没頭してもらう。 また完成
した作品は仮設住宅に飾ることができたり、日常生活で
身に着けたりできるように考え、 缶バッジづく り、 ビー
ズのアクセサリーづく り、 油絵制作を行った (写真 2 )。 
















グラムを変更したり して客席とやり とり をしながら行っ
た (写真 3 )。 
写真 3 「東北での関わり」 コンサートの様子
演奏者と観客が近い距離で行われた

















してきた。 はじめは 「ワーク シヨツプも絵を観ること も
コンサートも手伝いはするけど興味はないので参加はし
ません」 と話していた。 しかし毎日、 会場に様子を見に
来て、 そのう ちに 「ワー ク シヨツプやってみよう かな」
「コンサート、 すごく よかった」 と言う になり、 最後に






















































その後、 お互いの信条、 感性の違いを尊重しつつ、 演
奏会の実現に向けて意見を集約していく作業が続いた。 




まず 「被災地」 「被災者」 「福島」 「東北」 などの具体
的な事例語から見直し、 いかに彼等と共通表現を発見す
るかの議論を繰り返した。 その結果、 仮称 「福島のここ
ろ一被災地束北から祈りのこころと どけ一」 を 「響きあ







ど、 一連の実践活動の基調となった(衣笠、 小笠原、 河
西) 
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品ではこのよう な状況において ｫ鎮魂歌ｻ 、 つまり ｫレ
クイエムｻ という ものがあり、 それはそれで重要な意味
を持つ作品種ではある。 ただ、 作曲家が多くの ｫ レクイ
エムｻ を高度な技術で作曲し演奏したところで、 果たし
て 「今」 「現実」 の救いに直結するのか。 むろん長いス
パンで見れば、 それは大いに人々の心の救いに繋がるの
だろうが、 あの現場を見た私にとってはそれではあまり





















1 . 歌詞の内容を組み立てやすいように、 旋律の構
造を 「起(句) ・ 承(句) ・ 転(句) ・ 結(句)」
の 4 つの文脈構造と合致する形とする。
2 . 子どもの声域を考慮しつつ、旋律の音程を 「起・
承」 から 「転」 「結」 へと徐々に高く なるよう
に設定する。







上記の 4 点の留意事項を踏まえた上で、 以下の旋律を
考案した。
[譜例 1 ] 旋律 「岐阜の子どもたちへin A旋律のみ」
(本論末尾に掲載)
まず、 アウフタクトからの8小節間が 「起」 の部分に
あたる。 2 小節ごとに基本音程が2 度ずつ上昇するよう
に設定している。









では [譜例 1 ] の音源を子どもたちに聴かせて、 この歌
への意味を伝えてその歌詞を募ることとした。 その結果、
3 名の子どもから歌詞が寄せられた。 その内容は (3)
節で紹介したい。 (草野)-(2) 絵画ワークショ ップ
開催日時 : 2012年8 月25日(土) 10時~ 15時






らせること をしなかった。 なお、 ワー クシヨツプ用チラ
















り入れた (写真 4 )。 マスキングテープで ドローイ ング
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写真 4 絵画ワークショ ップ
マスキングテープでの ドロ ーイ ング
をするイ メ ージである。 身体を使ってちぎって貼るとい
う行為を行いながら、 その最中に制作のイメ ージをもた
せる。 アク シ ヨンペイ ンテイ ング的な活動では、 イ メ ー
ジ性は希薄になることが多いので、 はじめに少しイメ ー




ラーで着色を行ったり した。 画面には、 水分の吸収が良
く 、 色のにじみのきれいな和紙を使用し、 サイズは、 本
堂への展示サイズと境内の広さを考慮し、 できるだけ大









かけは型紙である。 イメージは 「最近、 気になるかたち」
とした。 画用紙に描き、 切り抜く。 切り抜く ことを考え
て、 かたちをデザイ ンする。 全て自由にぺイ ンテイ ング
を行うような造形遊び的な活動ではなく、 自分を見つめ














動における 「場の設定」 「環境作り」 が非常に重要なの
である。 マスキングテープでの ドローイ ングでは、 東北
からの参加の児童がテープを使って家を描いていたのが
印象に残っている。 震災の影響もあるのではないかと考





てよかったと思った。 前半は白 ・ 黒は出さないで制作し
た。 はじめから白 ・ 黒を使って色がにごるのを防ぐため











は、 自分のスペースに安心して表現していた (写真 5 )。 



















りするという工夫も必要だと考える。 (佐部利)-(3) 音楽作詞、合唱練習 2012.9. 25
ー① 音楽作詞
前述のコンセプトに基づき、 事前に作曲した旋律に3 























以上 3 つの歌詞に関しては、 旋律との修正はほとんど
なく、 歌詞の意味、 つまり子どもたちの想いと旋律の抑
揚は問題なく一体化し融合した。 なお1 フレーズの反復
(最初の 8 小節間) は歌詞の関係上削除し、 全体の流れ
を優先した結果、A-B- c の歌唱 3 部形式に落ち着い
た。 さらに曲名に関しては、 当初 ｫ未来に向かってｻ と
仮題を設定していたが、 最終的に3 番の歌詞から引用し、
ｫみんながいればｻ に決定した。(草野)
[譜例 2 ] みんながいれば (本論末尾に掲載)
ー② 合唱練習
作詞された曲をコンサートで発表するために、 実行委




































当日の会場設営では、 録音 ・ 録画機材、 照明機材、 椅
子等の準備、 合唱の子どもたちの控え室・ 受付等の設置
が行われた。
また宣伝用にチラシ2000枚、 ポスタ (ー写真 8 ) 100 
枚を印刷し、 実行委員の協力の下、 近隣の寺院・ 画廊 ・ 
商店 ・ 大学などに配布しチケッ トの販売も行った。 さら
に広く地域住民に知つてもらうため、 各新聞社に取材を
依頼した。(二村) 
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- 2 実践当日
「第4 回岐阜アート フォーラム~ 時空の住処~ 
響きあう心 金谷昌治チェロコンサート」-(1) 概要
2012年10月14日 (日) 15 : 30~ 17 : 30 
会場 : 岐阜東別院・ 本堂 コンサート出演 ・ 担当: チェ
ロ演奏 ・ 金谷昌治、 ピアノ伴奏 ・ 谷峰子'3)、 作曲 ・ 構成 ・ 
草野次郎、 司会 ・ 高橋かずえ、
主催 : 岐阜アート フォーラム実行委員会、
後援 : 岐阜市教育委員会・ 寺院を活かしたまちづく リ推
進協議会、 企画 ・ 衣笠文彦
2012年8 月25日(土) 10 : 00~ 15 : 00 会場 : 上宮寺
(境内) 絵画制作 ・ 指導、佐部利典彦・ 二村元子'4)
2012年9 月15日(土) 10 : 00~ 12 : 00 会場 : 上宮寺
作詞の披露・ 歌唱指導 ・ 草野次郎 ・ 守山繭子-(2) 実践 コンサート内容
今回の岐阜アート フォーラムのメ ー ンである 「チェロ
コンサート」 は、2012年10月14 日岐阜東別院本堂で行っ
た。 チェロ独奏は金谷昌治、 ピアノ伴奏は谷峰子。 金谷
は第 2 回岐阜アート フォーラムで既に独奏を行っており、
この会の趣旨 (美術作品と音楽演奏会の融合) に賛同し
今回再び参加した次第である。 普段のコンサート会場と
は異なる寺の本堂での演奏 (写真10) は、 響き的には残
響の少ない乾いた音となり、 チェロの深い響きと幅広い








り出しているとも言えなく ない。 その点、 今回の寺の本
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本堂で演奏する金谷 (右) と谷 (左) 
写真11 コンサートでの合唱
聴衆と共に全員で歌った
演奏会全体は 2 部で構成し、 プログラムは以下の通り
である。
[第1 部]
1 . 鳥の歌 (パブロ ・ カザルス)
2 . この想い、届け東の空に(編曲 : 草野次郎)
3 . みんながいれば (詩 : 束北と岐阜の子どもたち3 名
曲 : 草野次郎)
[第2 部]
1 . ダイスの瞑想曲 (マスネ)
2 . ィ◆の街 (團伊玖磨)
3 . 浜辺の歌 (成田為三)
4 . チェロのための組曲 「風の谷のナウシカ」 より (久
石譲)
5 . 明日へのプレリュード<アウェ ・ マリア> (バツハ :
グノ )ー
6 . 華麗なるポロネーズ(シヨパン) 
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[第 1部] は今回のテーマである東北大震災への追悼
的内容で固めた。 冒頭、 カザルスの ｫ鳥の歌ｻ で故国を
想う哀愁に満ちた抒情的名曲によってまずは追悼の念を
表した。 次に ｫこの想い、届け東の空にｻ は東北民謡を
メ ドレー式に綴った編曲である。 本来、 オーケスト ラと
合唱のために編曲されたものを、 今回の演奏会のために
草野がチェロと ピアノ用に再アレンジした。 内容は、
<斎太郎節 (宮城県) > <南部牛追い唄 (岩手県) > <会
津磐梯山 (福島県) > で、 被災したそれぞれの県の有名
な民謡で構成している。 そして前半の最後に今回のテー











































え、 そのよう な立場を取り払い、 これまでとは異なった











ていく ことが重要である。 (佐部利、 二村)-3 子どもたちの変化について
今回は特に子どもたちの参加が重要な意味をもってい
た。 先述したように役割を超えて、自ら参加する意義と
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40代から80代まで幅広い世代に渡っている。 中でも第2 




性) 、「子どもたちの合唱に感動した」 (50代女性) で、
やはり訴求力は子どもたちにあったよう だ。 子どもたち





このことは 「子どもたちの絵、 コーラス、 チェロの演奏
すべてが響きあって心豊かになりました」(60代女性) 
との声に言い当てられている。 またアート フォーラムに
は多 く のスタ ッフが関わっているが、 子どもたちの参加
により、多くのことを感じ考える機会となった。 初めて
会った子ども同士やスタッフが開放的な境内で遊んでい
る姿が見られ、 交流が自然に行われていた。 スタ ッフの
一人小森からは、 それこそが 「響き合う心」 ではなかっ
たかという意見があった。 また 「今回は特に相互扶助に
ついて考える場を与えられ、 まさに社会教育の場となっ
ているよう に思う」 とのスタ ッフ澤田5) の意見や 「ス
タッフが的確に仕事をこなし足並みを揃えたことに感動
した」 という スタ ッフ高松5) の意見からは、 参加者同
士が様々な関係性を築き上げていく ことができたと言え

































































きる。 極端な一例ではあるが、 どのよう な状況の中でも、
芸術に携わる者はそれの持つ本質的な意味を常に問い続














































一目標、 評価でく く れない性質を内包していた。 その広







造の追求でありつつ多く の人に共感 ・ 感動の奇跡をもた




















3 ) 衣笠文彦 ( きぬがさふみひこ) 岐阜聖徳学園大学短
期大学部非常勤講師、1954年岐阜市生まれ。1979年愛
知県芸術大学美術学部彫刻科卒業、 アメリカ、 メキシ
コを始め中国、 イ タリアなど世界各地に旅行、 滞在、
中部総合美術展など企画展、2006年ローマなど個展多
数開催。 屋外彫刻モニュメ ント多数設置。






5 ) 第 4 回アート フォーラム実行委員 ・ スタッフ小笠原




侑記子、 堀祥子、 河西栄二、 佐藤昌宏、 奥村晃史、K
氏 (東北より岐阜に移住)、Y氏 (東北より岐阜に移
住)、 豊田純、 柳瀬とよこ、 宇佐美直子、 松井善眞、
小笠原まや、小笠原人、小笠原知佳、小笠原保、小笠
原恵梨、川島安弓美、岡本朋子、大森美瑠、土谷実来、
草野 次郎 小笠原 宣 衣笠 文彦 佐部利典彦 二村 元子 堀 祥子 佐藤 昌宏 河西 栄二 奥村 晃史
6 ) 小笠原宣・ 衣笠文彦 ・ 草野次郎 ・ 佐部利典彦 ・ 二村
元子 ・ 奥村晃史 ・ 堀祥子 ・ 佐藤昌宏 ・ 河西栄二
(2013) : 歴史的寺院空間における美術文化の創出と
発信~岐阜アートフォーラムの活動報告~ 岐阜大学
教育学部研究報告 (人文科学) 第61巻2 号、123-139 
7 ) 林進一 (はやししんいち) 岐阜新聞記者 (元文化部




8 ) 金谷昌治 (かなやまさはる) 福島大学人間発達文化




9 ) 佐部利典彦 (さぶりのりひこ) 画家、1969年岐阜県
生まれ。 1992年岐阜大学教育学部美術工芸科卒業、
1994年愛知教育大学大学院修了、伊藤廉賞展などコン
クール出品、 個展開催。 岐阜県内、 横浜、 震災後の東
北などで、 子どもたちや障がいをもつ人と活動を行う。





タ ッフにより、 「チームすどう美術館」 と して東北支
援芸術活動にも取り組んでいる。
11) 佐藤瑛気 (さとうえいき) 心理カウンセラー・ イラ
ストレーター・ 岐阜への避難者や東北の支援活動をす
るエイキエイ ド参加。
12) 守山繭子 ( もりやままゆこ) 兵庫教育大学芸術系
コース卒業後、同大学大学院に進学し修了。 声楽を保
坂博光に師事。平成23年第8 回兵庫教育大学芸術系コー
ス演奏会 (「蝶々夫人」 より “ある晴れた日に”)、平
成24年、 茨城新作音楽展 (新作歌曲 「いつまでも、 い
つまでも」) などに出演。
13) 谷峰子 ( たにみねこ) 全日本ピアノ指導者協会正
会員。 愛知県立芸術大学大学院修了。 「日本演奏連盟
オーデイシ ヨン」 に合格し名古屋フィ ルハーモニー交
響楽団等と協演。 また神戸合奏団チェ ンバリストとし
ても活躍。 ピアノ を故オスカー・ ケーベルらに師事。
東京藝術大学弦楽科助手、 愛知県立芸術大学音楽学部
講師など歴任。
14) 二村元子 (ふたむらもとこ) 彫刻家、1973年岐阜
県生まれ。1996年 岐阜大学教育学部美術教育講座卒
業、1999年同大学院美術教育専修修了、2004年アート






写真 2 ・3 ・4 ・5 ・6 ・9 佐部利典彦撮影写真
写真 7 絵画ワー クシヨツプチラシ 原画 佐藤瑛気
写真 8 第 4 回ポスター 制作 神谷まさ子
原画 小笠原宣
写真11 2012年10月16 日岐阜新聞朝刊、 林進一撮影
歴史的寺院空間における芸術文化の創出と発信










草野 次郎 小笠原 宣 衣笠 文彦 佐部利典彦 二村 元子 堀 祥子 佐藤 昌宏 河西 栄二 奥村 晃史
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